
栗山町第６次総合計画 計画事業評価シート
栗山町第６次総合計画　計画事業評価シート

政策分野 教育 政策項目 芸術文化 施策 芸術・文化活動の推進 担当課002 010 032 教育委員会事務局（教

事業開始年度 事業終了年度区分番号 計画事業名

平成34年度町民が芸術文化に親しむことのできる環境づくりを推進します。 継続 平成27年度072

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指標設定の考え方指標項目 基準値

計画 実績 計画 実績 計画 実績実績 計画

18 20 6 20 7 20 13 20 0基準値：H25芸術文化鑑賞事業の実施（単位：回）
活

0 0 0 0 0 0 0 0 0
動

0 0 0 0 0 0 0 0 0
指

0 0 0 0 0 0 0 0 0
標

0 0 0 0 0 0 0 0 0

2,773 2,900 1,607 2,900 1,021 2,900 2,323 2,900 0基準値：H25芸術文化鑑賞事業への参加（単位：人）
成

0 0 0 0 0 0 0 0 0
果

0 0 0 0 0 0 0 0 0 計画次数指
0 0 0 0 0 0 0 0 0

標 評価年度 平成29年度0 0 0 0 0 0 0 0 0

【担当課評価】 【総合評価】

判断基準項 目 区 分 評価内容・指示事項

１．目標設定が町民ニーズ等に合致している。課題解決のために不可欠な事業である。 １．計画通りに進める
必 要 性 優れた芸術文化の提供していることから目標設定は妥当である。

より多くの町民に芸術鑑賞の機会を提供するため、関係団体と連携の上、事業

を推進すること。事業のＰＲ方法について検討し、次年度より計画的に実施す１ 次 評 価１．公共性・公益性が高いことから、行政が主体的に実施すべき事業である。
ること。また、参加者の満足度についても調査を行うこと。

妥 当 性 現時点では本事業を委ねられる団体は無いため、行政が主体となって事業展開することが望ましい。

１．目的を達成するための手段として有効であり、最適な実施方法である。
有 効 性 町内での鑑賞機会は限られており、質の高い演劇、美術作品を鑑賞することで町民の芸術文化への関心を高めることになる。

※事後評価につき対象外

１．事業費コスト及び人件費コストに見合った効果が期待でき、費用対効果が高い。 ２ 次 評 価
効 率 性 コスト削減には回数を減らすしかなく、成果の低下につながるため、現状維持が望ましい。開催する事業によっては、入場料

収入の少ない事業の場合もあり、コスト低減の余地は少ない。

１．受益者負担が適正であり、特定の個人や団体に偏っていない。
公 平 性 受益者負担は適正である。

※事後評価につき対象外
00190事業コード項 目 事業把握 外 部 評 価

より多くの町民に芸術鑑賞の機会を提供するため、関係者との連携を図りながら事業を推進。 関係課・グループ
前年度評価に

対する改善内容

より多くの町民い芸術鑑賞の機会を提供するための取り組みが必要。実行委員会、指定管理者との連携、協力。助成金の確保
※事後評価につき対象外。課題・問題点

最 終 評 価

広報・ホームページ、ポスター等を活用した周知ＰＲ。実行委員会、指定管理者との連携、協力。

改 善 策



栗山町第６次総合計画 計画事業評価シート
栗山町第６次総合計画　計画事業評価シート

政策分野 教育 政策項目 芸術文化 施策 芸術・文化活動の推進 担当課002 010 032 教育委員会事務局（教

事業開始年度 事業終了年度区分番号 計画事業名

平成34年度町民や文化団体による芸術・文化活動を支援します。 継続 平成27年度073

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指標設定の考え方指標項目 基準値

計画 実績 計画 実績 計画 実績実績 計画

4 4 2 4 2 4 4 4 0芸術祭、音楽祭、芸能祭、菊花展芸術文化事業の開催（単位：回）
活

36 38 37 38 38 38 36 38 0基準値：H25栗山町文化連盟への加盟（単位：団体）
動

0 0 0 0 0 0 0 0 0
指

0 0 0 0 0 0 0 0 0
標

0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,831 1,900 1,250 1,900 1,346 1,900 1,600 1,900 0基準値：H25　※参加者及び来場者数芸術文化事業への参加（単位：人）
成

455 470 432 470 445 470 417 470 0基準値：H25栗山町文化連盟への加盟（単位：人）
果

0 0 0 0 0 0 0 0 0 計画次数指
0 0 0 0 0 0 0 0 0

標 評価年度 平成29年度0 0 0 0 0 0 0 0 0

【担当課評価】 【総合評価】

判断基準項 目 区 分 評価内容・指示事項

１．目標設定が町民ニーズ等に合致している。課題解決のために不可欠な事業である。 １．計画通りに進める
必 要 性 文化活動を推進するためには、文化を享受、創造、支援することができる人材育成や文化交流が必要であり、課題解決のため

町民の自主的活動の発表の場として根付いている活動を今後も継続して支援す
に不可欠な事業である。

ること。１ 次 評 価１．公共性・公益性が高いことから、行政が主体的に実施すべき事業である。
妥 当 性 文化連盟の会員が高齢化などにより、行政が主体的に実施すべき事業である。

１．目的を達成するための手段として有効であり、最適な実施方法である。
有 効 性 町民の自主的活動の成果発表の場として定着し、地域活性化、コミュニティづくりも図られることから最適な実施方法である

。 ※事後評価につき対象外

１．事業費コスト及び人件費コストに見合った効果が期待でき、費用対効果が高い。 ２ 次 評 価
効 率 性 現状でも厳しい状況であるので現状維持が望ましい。

２．特定属性の不特定多数の個人・団体を対象としている。
公 平 性 町内の文化団体が対象であり、地域全体の事業であることから、公平性が図られていると判断する。

※事後評価につき対象外
00191事業コード項 目 事業把握 外 部 評 価

広報誌等での周知。 関係課・グループ
前年度評価に

対する改善内容

高齢化による会員数の減少。
※事後評価につき対象外課題・問題点

最 終 評 価

広報誌等を通じて活動を積極的にＰＲ、文化連盟発行「くりやま文化」サークル紹介を継続し新規サークルや会員獲得につな

げる。芸術祭出展については作品減少対策として個人出展も認めている。改 善 策



栗山町第６次総合計画 計画事業評価シート
栗山町第６次総合計画　計画事業評価シート

政策分野 教育 政策項目 芸術文化 施策 芸術・文化活動の推進 担当課002 010 032 教育委員会事務局（教

事業開始年度 事業終了年度区分番号 計画事業名

平成34年度芸術創造のまちづくりを推進します。 継続 平成27年度074

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指標設定の考え方指標項目 基準値

計画 実績 計画 実績 計画 実績実績 計画

3 4 2 4 1 4 3 4 0基準値：H25工房体験教室事業の開催（単位：回）
活

3 3 4 3 2 3 2 3 0基準値：H25芸術文化振興奨励事業の申請（単位：件）
動

0 0 0 0 0 0 0 0 0
指

0 0 0 0 0 0 0 0 0
標

0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 40 21 40 32 40 37 40 0基準値：H25工房体験教室事業への参加（単位：人）
成

3 3 4 3 2 3 2 3 0基準値：H25芸術文化振興奨励事業の交付（単位：件）
果

0 0 0 0 0 0 0 0 0 計画次数指
0 0 0 0 0 0 0 0 0

標 評価年度 平成29年度0 0 0 0 0 0 0 0 0

【担当課評価】 【総合評価】

判断基準項 目 区 分 評価内容・指示事項

１．目標設定が町民ニーズ等に合致している。課題解決のために不可欠な事業である。 １．計画通りに進める
必 要 性 芸術家の定住が図られ、作品発表や交流により町民の芸術文化の振興が図られることから妥当である。多種多様な芸術文化の

引き続き体験教室を実施するとともに、芸術家の発表の場を奨励し、芸術文化
体験は感性の向上や人格形成の必要不可欠である。

の振興に努めること。１ 次 評 価１．公共性・公益性が高いことから、行政が主体的に実施すべき事業である。
妥 当 性 芸術家の誘致並びに芸術発表の奨励を図る目的の交付金であるため、行政が主体的に実施すべき事業である。現時点において

本事業を委託できる外部団体がないため、行政が主体的に実施すべき事業である。

１．目的を達成するための手段として有効であり、最適な実施方法である。
有 効 性 作品発表の場が促進されることから、最適な方法である。体験教室は芸術文化を身近に感じてもらうので最適な方法である。

※事後評価につき対象外

１．事業費コスト及び人件費コストに見合った効果が期待でき、費用対効果が高い。 ２ 次 評 価
効 率 性 交付規則に基づいているため、コスト低減は望めない。体験教室の継続を考えると、コスト低減は望めない。

２．特定属性の不特定多数の個人・団体を対象としている。
公 平 性 芸術家の誘致並びに芸術発表の奨励を図る目的の交付金であるため、芸術家のみに支援することになるが妥当である。受益者

負担は適正である。
※事後評価につき対象外

00192事業コード項 目 事業把握 外 部 評 価

体験教室については学校周知の徹底。芸術文化振興奨励費については芸術家宅訪問を行い手渡しにより申請を促す。 関係課・グループ
前年度評価に

対する改善内容

参加者数の増加を行いたい。
※事後評価につき対象外課題・問題点

最 終 評 価

事業内容の選考及び周知方法の改善。

改 善 策



栗山町第６次総合計画 計画事業評価シート
栗山町第６次総合計画　計画事業評価シート

政策分野 教育 政策項目 芸術文化 施策 文化財保護・活用の推進 担当課002 010 033 教育委員会事務局（教

事業開始年度 事業終了年度区分番号 計画事業名

平成34年度ふるさと栗山の文化財保護・活用を推進します。 継続 平成27年度075

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指標設定の考え方指標項目 基準値

計画 実績 計画 実績 計画 実績実績 計画

4 4 4 4 4 4 4 4 0基準値：H25文化財保護委員会の開催（単位：回）
活

6 6 6 6 3 6 5 6 0委託・自主事業開拓記念館事業の実施（単位：回）
動

0 0 0 0 0 0 0 0 0
指

0 0 0 0 0 0 0 0 0
標

0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 24 23 24 23 24 23 24 0基準値：H25　※国・町指定文化財（累積指定件数）文化財の指定（単位：件）
成

1,650 1,700 1,569 1,700 1,191 1,700 1,600 1,700 0基準値：H25開拓記念館来場者（単位：人）
果

0 0 0 0 0 0 0 0 0 計画次数指
0 0 0 0 0 0 0 0 0

標 評価年度 平成29年度0 0 0 0 0 0 0 0 0

【担当課評価】 【総合評価】

判断基準項 目 区 分 評価内容・指示事項

１．目標設定が町民ニーズ等に合致している。課題解決のために不可欠な事業である。 １．計画通りに進める
必 要 性 歴史や文化を継承していくために、必要な事業であると判断する。

栗山町の歴史的に貴重な文化財を保全し、後世に継承する重要な取り組みの支

援をすること。１ 次 評 価１．公共性・公益性が高いことから、行政が主体的に実施すべき事業である。
妥 当 性 貴重な文化財の保存及び活用を検討・審議するには行政での実施が最適である。資料収集や整理については特別な知識が必要

とするため行政で実施することが望ましい。

１．目的を達成するための手段として有効であり、最適な実施方法である。
有 効 性 年４回の文化財保護委員会で検討・審議を行っていることから、実施方法は最適である。指定管理者制度を導入し、民間のノ

ウハウにより親しまれる施設管理を行っていることから、実施方法は最適である。 ※事後評価につき対象外

１．事業費コスト及び人件費コストに見合った効果が期待でき、費用対効果が高い。 ２ 次 評 価
効 率 性 指定管理料など必要経費のみの形状であり、これ以上のコストの低減の余地はない。

１．受益者負担が適正であり、特定の個人や団体に偏っていない。
公 平 性 入場料収入は使用料審査委員会にて決定しているので、公平性が図られていると判断する。

※事後評価につき対象外
00193事業コード項 目 事業把握 外 部 評 価

来場者の増加を図るために広報やホームページ等の周知を実施。 関係課・グループ
前年度評価に

対する改善内容

来場者増に向けた取り組み。
※事後評価につき対象外課題・問題点

最 終 評 価

広報やホームページを活用した町内外への周知・ＰＲに努める。研究員や指定管理者と連携し、特別展事業のさらなる内容充

実を図る。改 善 策



栗山町第６次総合計画 計画事業評価シート
栗山町第６次総合計画　計画事業評価シート

政策分野 教育 政策項目 芸術文化 施策 文化財保護・活用の推進 担当課002 010 033 教育委員会事務局（教

事業開始年度 事業終了年度区分番号 計画事業名

平成34年度歴史的建造物などの保存・継承に向けた支援制度を検討します。 継続 平成27年度076

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指標設定の考え方指標項目 基準値

計画 実績 計画 実績 計画 実績実績 計画

0 1 1 0 0 0 0 0 0基準値：H25　※事業数調査設計
活

0 0 0 6 2 6 3 0 0基準値：H25　※内部検討会1回開催検討会議
動

0 0 0 3 1 5 2 0 0Ｈ28変更　会議数(ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ２人)
指

0 0 0 0 0 0 0 0 0
標

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0※具体的な支援制度創設時に設定
成

0 0 0 0 0 0 0 0 0
果

0 0 0 0 0 0 0 0 0 計画次数指
0 0 0 0 0 0 0 0 0

標 評価年度 平成29年度0 0 0 0 0 0 0 0 0

【担当課評価】 【総合評価】

判断基準項 目 区 分 評価内容・指示事項

１．目標設定が町民ニーズ等に合致している。課題解決のために不可欠な事業である。 １．計画通りに進める
必 要 性 歴史的、景観的に重要な財産である歴史的建造物等を保全することにより、後世に継承するまちづくり活動の支援と観光資源

歴史的建造物の保存は緊急を要するものであり、所有者である小林酒造と協議
としての活用を図ることは目標設定として妥当である。

した上で、町において財政支援策の検討を進めること。活用方法については、１ 次 評 価１．公共性・公益性が高いことから、行政が主体的に実施すべき事業である。
全体的なまちづくりを勘案したうえで、アドバイザー等の協力を得ながら関係

妥 当 性 行政が主体的に実施する必要があると判断する。 各課と協議すること。

１．目的を達成するための手段として有効であり、最適な実施方法である。
有 効 性 最適な実施方法である。

※事後評価につき対象外

２．事業費コストに改善の余地がある。 ２ 次 評 価
効 率 性 会議には、専門アドバイザー(建築設計士・建築構法専門教授)の２人の同席が必要である。

２．特定属性の不特定多数の個人・団体を対象としている。
公 平 性 妥当である。

※事後評価につき対象外
00194事業コード項 目 事業把握 外 部 評 価

平成27年度保存・活用調査報告書（小林酒造酒蔵群）を基に、緊急性の高い箇所の修繕を行うための助成制度構築。修繕箇 関係課・グループ ブランド推進課、建設水道
前年度評価に

所の現況確認し活用・支援について検討する。
対する改善内容

所有者である小林酒造としては、会社単独での保存が難しいことから、町の支援策が必要である。活用については、現段階に
※事後評価につき対象外おいて様々な案が出されてはいるがまとまっていない。課題・問題点

最 終 評 価

修繕費用の補助金等の財政支援を構築をする。検討会議において、歴史的建造物の保存再生に向けて、保存計画の検討を進め

る。改 善 策


